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研究成果の概要（和文）：本研究ではガラス形成酸化物融液のソレー効果の理論モデルを初めて提案した。ま
た、二成分ガラス融液のソレー係数を初めて測定し、理論モデルで実験値を再現することでモデルの有効性を実
証した。さらに、温度勾配下に置かれた多成分ケイ酸塩融液において、主要成分であるSiO2成分が高温側に集ま
ることを、非平衡分子動力学計算と上記モデルを用いて説明することに成功した。

研究成果の概要（英文）： A new model, called adjusted Kempers model, is proposed to quantitatively 
predict Soret coefficients in binary glass-forming oxide melts. We experimentally measured the　
Soret　coefficient　of　binary　glass-forming　oxide　melts.The　new　model　can　reproduce　the　
experimental value. By using nonequilibrium molecular dynamics simulation and new model, we revealed
 that the partial molar enthalpy is the main factor to determine the migration direction of SiO2 
component. 

研究分野： 無機材料化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ソレー効果は温度勾配を駆動力とした物質の拡散現象であり、様々なガラス溶融プロセスにおいて融液組成の不
均一を生じさせる因子であるため、その機構の解明は工業的に重要である。本研究成果は、温度勾配下における
多成分ガラス融液の拡散挙動を予測・理解するための学術的な基礎であり、溶融炉内の組成分布のより精密な予
測につながるため、工業的に意義がある。










